
 

☆アイランドシティの整備状況を視察 

５月２５日、尾花康広はじめ公明党福岡市議

団は、現在の整備状況を視察しました。 

港湾局の説明によると現在の埋め立て進捗率

は５３％で「みなとづくりエリア」と「まちづ

くりエリア」に分け事業がすすめられています。

当日は、５万トン級の貨物船が入港し、港はコ

ンテナの積み降ろしでフル稼働状態でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜西部療育センター＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アイランドシティ事業完成予想模型＞ 

☑海外視察１００万円の自粛を決定 

 先の市議選の選挙公約の「議会制度の改革」

の第１弾として、公明党の主張により海外視

察１００万円の当面自粛が決定いたしました。 

☑乳幼児医療費が８月から無料化 

公明党福岡市議団として、「平成１９年度予

算要望書」において緊急要望として掲げてい

た小学校就学前までの乳幼児医療費（初診

料・往診料・通院費・入院費）の無料化がい

よいよ平成１９年８月１日から実施されます。 

「小学校就学前」とは、６歳の誕生日の前

日以後の最初の３月３１日までです。 

 申請手続きは、区役所の保険年金担当窓口

で、「健康保険証」を持参してください。 

 「乳幼児医療証」が交付されます。 

◇調査なくして発言なし◇ 

 
 

☆広島市の水道料金等の減免策を調査 

尾花康広は５月２２日、広島市を訪れ、１７

政令指定都市の中で一番充実しているといわ

れる広島市の上下水道料金の福祉減免策の実

態について、広島市上下水道局担当職員等から

説明を受け、意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市と比較して、生活保護世帯だけではな

く、障がい者世帯、寝たきり老人等のいる世帯

ひとり親世帯、民間社会福祉施設の一部を対象

に福祉減免策が早い段階から導入されており、

平成１８年度の福祉減免件数は、上下水道合わ

せて５８，４３８件で、金額にして約５億５千

万円になり、広島市が実施している福祉制度と

して確固たる地位を築いておりました。 

 

 ☆障がい者関連施設を精力的に見学 

尾花康広は、たいようの里、あいあいセン

ター、西部療育センター、あゆみ学園、ふく

ふくプラザ、ときめきショップ等を訪れ、職

員の方や利用者の方等と意見交換を行い、施

設を運営・利用する上での問題点などの把握

に努めました。 


